
リコーにおける

製品環境負荷

評価活動

2016201620162016年年年年 4444月月月月12121212日（火）日（火）日（火）日（火）

第第第第3333回回回回 JEMAIJEMAIJEMAIJEMAI環境ラベルコミュニティ環境ラベルコミュニティ環境ラベルコミュニティ環境ラベルコミュニティ

株式会社リコー

サステナビリティ推進本部 社会環境室

市村 元

negishi
タイプライターテキスト

negishi
タイプライターテキスト
資料　２－１

negishi
タイプライターテキスト

negishi
タイプライターテキスト



2Copyright (C) 2016  RICOH Company, Ltd.

本日本日本日本日のののの内容内容内容内容

◆リコーグループの概要

◆リコーにおける製品LCA関連活動

◆製品環境負荷算定システム

◆製品LCA活用状況
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リコーグループの概要リコーグループの概要リコーグループの概要リコーグループの概要

� 株式会社リコー

設立：1936年2月6日

資本金：1,353億円

(2015年3月31日現在)

本社事業所：

東京都中央区銀座8-13-1

� リコーグループの概要

グループ企業数：229社(2015年3月31日現在)

グループ従業員数：109,951名(2015年3月31日現在)

連結売上高：2兆2,500億円（2016年3月期見通し）

主な事業内容：

<画像＆ソリューション分野>

[オフィスイメージング]

MFP(マルチファンクションプリンタ)、複写機、プリンタ、

印刷機、FAX、スキャナ等機器及び関連消耗品、サービス、

サポート、ソフトウェア等

[プロダクションプリンティング]

カットシートPP(プロダクションプリンタ)、連帳PP等機器及

び関連消耗品、サービス、サポート、ソフトウェア等

[ネットワークシステムソリューション]

パソコン、サーバ、ネットワーク関連機器、関連サービス、

サポート、ソフトウェア等

<産業分野>

サーマルメディア、光学機器、半導体、電装ユニット等

<その他分野>

デジタルカメラ等
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リコーグループ中長期環境負荷削減目標リコーグループ中長期環境負荷削減目標リコーグループ中長期環境負荷削減目標リコーグループ中長期環境負荷削減目標

省エネルギ／

温暖化防止

CO2排出総量を2050年までに87.5％、2020年
までに30％削減（リコーグループライフサイ

クル、2000年比）

省資源／

リサイクル

1. 新規投入資源量を2050年までに 87.5％、

2020年までに 25％削減（2007 年比）

2. 製品を構成する主要材料のうち、枯渇リス

クの高い原油、銅、クロムなどに対し、

2050年をめどに削減および代替を完了する

汚染予防 国際合意であるSAICMに基づき、2020年まで

にライフサイクル全体での化学物質によるリ

スク最小化を実現する

*2012年3月改定 汚染予防は2020年目標のみ
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リコーにおける製品リコーにおける製品リコーにおける製品リコーにおける製品LCALCALCALCA関連活動関連活動関連活動関連活動

活動内容活動内容活動内容活動内容

1994年 ・LCA研究会発足

・製品および事業全体の環境負荷削減のために個別テーマによ

るLCA活動を推進

1998年 ・環境負荷情報システム構築開始

2000年 ・環境負荷情報システム完成

・LCAに基づいた製品環境負荷情報（タイプⅢ環境宣言）開示

をスタート

・製品および事業全体の環境負荷の統合化スタート

2005年 ・設計者向けLCA算出ツールを開発

2010年 ・LCA算出ツールをベースとした製品環境負荷評価システム構

築活動が第7回LCA日本フォーラム表彰「経済産業省 産業技術

環境局長賞」を受賞

2013年 ・米EPEAT対応開始
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製品製品製品製品LCALCALCALCA利用例利用例利用例利用例

◆リサイクル対応設計の効果（工程工数）◆リサイクル対応設計の効果（工程工数）◆リサイクル対応設計の効果（工程工数）◆リサイクル対応設計の効果（工程工数）

製造工程のみではな

く，製品そのものの環

境負荷削減効果を定

量的に示したい
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製品環境負荷製品環境負荷製品環境負荷製品環境負荷評価システム評価システム評価システム評価システム

設計設計設計設計プロセスへのＬＣＡの浸透と確実な環境負荷削減のためプロセスへのＬＣＡの浸透と確実な環境負荷削減のためプロセスへのＬＣＡの浸透と確実な環境負荷削減のためプロセスへのＬＣＡの浸透と確実な環境負荷削減のために，に，に，に，

「「「「誰誰誰誰でも，簡単に，短時間でも，簡単に，短時間でも，簡単に，短時間でも，簡単に，短時間で」で」で」で」環境負荷を把握できる評価システムを環境負荷を把握できる評価システムを環境負荷を把握できる評価システムを環境負荷を把握できる評価システムを開発開発開発開発

� 設計部門，研究開発部門，環境推進部門が連携し開発．数分程度の入力作業で算出可能

� 素材の調達から製品の廃棄・製品のリサイクルに至るすべての工程の環境負荷と，製品を構成

する全てのモジュール・部品の環境負荷や資源消費量などを算出

� 従来はトレーニングを積んだ一部のメンバが，かなりの日数を費やして実施していた

評価モード画面 シミュレーションモード画面
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製品環境負荷評製品環境負荷評製品環境負荷評製品環境負荷評価システムの特徴価システムの特徴価システムの特徴価システムの特徴

� 機種ごとの部品リストと，社内利用中の部品情報関連

データベースとをリンクし，データ収集～算定を自動化

� 負荷シミュレーションの履歴管理機能

（例：部品素材を変更した時などの環境負荷比較用）

� 複数のLCI原単位と紐付けして算定可能

（CADや部品のAISにある構成素材の情報と，リコー独自原単

位やエコリーフ原単位との自動紐付け）

ＡＩＳ：

ＪＡＭＰが推奨する製品含有化学物質情報を伝達するための基本的な情報伝達シート．成形品の「質量」

「部位」「材質」「管理対象法規に該当する物質の含有有無・物質名・含有量・成形品当たりの濃度」などの

情報を記載し，サプライチェーン下流のユーザに伝達するために使用される．
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製品環境負荷評価活動の悩み製品環境負荷評価活動の悩み製品環境負荷評価活動の悩み製品環境負荷評価活動の悩み

� 作業効率の良いシステムは出来たものの，効果的

なインセンティブを見出せず，リサイクル機等での環

境負荷低減効果説明，モジュールレベルでの環境

負荷比較などの用途にとどまっていた

� 設計段階において，省エネ機能などは理解され易い

事もあり改善が進むが，ライフサイクル全体におけ

る環境負荷低減を目指した開発体制構築までには

至っていなかった
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EPEATEPEATEPEATEPEATへの対への対への対への対応スタート応スタート応スタート応スタート
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LCALCALCALCA関連の基準項目関連の基準項目関連の基準項目関連の基準項目

� クライテリアクライテリアクライテリアクライテリアNo:4.5.2.1No:4.5.2.1No:4.5.2.1No:4.5.2.1：：：：OptionalOptionalOptionalOptional LCA:LCA:LCA:LCA:温室効果ガス温室効果ガス温室効果ガス温室効果ガス(GHG)(GHG)(GHG)(GHG)排出の評価を実施排出の評価を実施排出の評価を実施排出の評価を実施

メーカーは、消費者による最終廃棄、または使用終了を通して原材料抽出から製品の全生涯に

わたる温室効果ガス(GHG)排出の評価を実施しなければならない。

� クライテリアクライテリアクライテリアクライテリアNo:4.5.2.2No:4.5.2.2No:4.5.2.2No:4.5.2.2：：：：OptionalOptionalOptionalOptional LCA:LCA:LCA:LCA:温室効果ガス温室効果ガス温室効果ガス温室効果ガス(GHG)(GHG)(GHG)(GHG)排出の評価（第三排出の評価（第三排出の評価（第三排出の評価（第三

者認証）者認証）者認証）者認証）

製品登録の２ヶ月以内に、メーカーは基準4.5.2.1の結果の第三者検証を実施しなければならな

い、もしくは、4.5.2.1で導かれたLCAアセスメント結果（たとえば全ステージでの製品GHGエミッ

ション）のサマリーを一般公開し、さらにそれらをLCAデータ品質の改善を目的として国家デー

ターベースに申請しなければならない。

� クライテリアクライテリアクライテリアクライテリアNo:4.7.3.1No:4.7.3.1No:4.7.3.1No:4.7.3.1：：：：OptionalOptionalOptionalOptional 完全な完全な完全な完全なLCALCALCALCAと実施公開と実施公開と実施公開と実施公開

メーカーは、どれか一つの製品で、ISO14044標準に準拠して原材料抽出から最終処理に至る完

全なLCAを実施する。メーカーは次のようにして分析結果を公開しなければならない。

a) （US LCIデータベースまたは欧州LCAプラットフォームデータベースのような）全国データベー

スやその他の公開システムで使用するためにLCAを提出する； または、

b) ISO 14025規格に従った環境製品情報開示タイプ環境製品情報開示タイプ環境製品情報開示タイプ環境製品情報開示タイプⅢⅢⅢⅢラベルラベルラベルラベルを通して専門家による査読を経

たLCA刊行物による公開。
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米米米米EPEATEPEATEPEATEPEAT登録状況登録状況登録状況登録状況
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総登録公開数：総登録公開数：総登録公開数：総登録公開数：447447447447機種機種機種機種

（2016年3月31日現在）
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エコリーエコリーエコリーエコリーフ環境ラベル登録状況フ環境ラベル登録状況フ環境ラベル登録状況フ環境ラベル登録状況

登録公開数：登録公開数：登録公開数：登録公開数：328328328328機種（英語版）機種（英語版）機種（英語版）機種（英語版）

2016年3月31日現在
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エコリーエコリーエコリーエコリーフ登録の省エネ策フ登録の省エネ策フ登録の省エネ策フ登録の省エネ策

当初は３ブランド別々に登録 ３ブランド統合して登録
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登録公開数：登録公開数：登録公開数：登録公開数：328328328328機種（英語版）機種（英語版）機種（英語版）機種（英語版）

2016年3月31日現在

ブランド統合版

含む
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活動活動活動活動ののののこれからこれからこれからこれから

EPEAT対応をトリガとして，環境配慮設計への

関心がさらに強まってきた

今後は，

�EPEAT制度導入国増への対応

�より積極的な環境情報開示

を進め，製品環境負荷削減をアピールしていく






